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平
成
20
年
度
決
算
を
認
定
す
る 

新
議
長
に
新
井
氏
選
出 

平
成
20
年
度
決
算
を
認
定
す
る 

新
議
長
に
新
井
氏
選
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平
成
21
年
９
月
定
例
会
が
、
９
月
16
日
か
ら
10
月
６
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
新
井
晟
久
議
員
が
選
出
さ
れ
、
阿
久
津
貞
司
新
市
長
の

施
政
方
針
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
１
件
、
報
告
と
承
認
１
件
、
規
約
変
更
議
案
１
件
、
条
例
改
正
３
議
案
、
補

正
予
算
４
議
案
、
人
権
擁
護
委
員
の
人
事
案
件
４
議
案
、
平
成
20
年
度
決
算
18
議
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
、
可
決
、
同
意
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針
の
概
要

時
代
の
変
化
を
迎
え
市
民
一

人
ひ
と
り
が
地
域
の
課
題
に
取

り
組
む
「
市
民
の
力
」
が
必
要

で
す
。
渋
川
市
株
式
会
社
の
代

表
と
し
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
を
い

た
し
ま
す
と
の
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
地
域
審
議
会

の
役
割
、
企
業
誘
致
、
橋
り
ょ

う
整
備
、
子
育
て
支
援
な
ど
多

く
の
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告

継
続
費
に
係
る
第
二
庁
舎
整

備
、
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
、

北
橘
幼
稚
園
建
設
事
業
、
渋
川

公
民
館
建
設
事
業
が
完
了
し
た

報
告
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
係

る
２
０
３
８
万
２
０
０
０
円
の

補
正
予
算
は
、
全
員
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正

国
民
健
康
保
険
で
は
、
出
産

育
児
一
時
金
を
経
過
措
置
と
し

て
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

出
産
し
た
と
き
に
支
給
す
る
36

万
円
が
40
万
円
に
な
り
ま
す
。

福
祉
医
療
費
の
支
給
は
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
で
す
。
公
園
条
例
は
八
木
原

西
原
公
園
、
八
木
原
高
田
公
園

を
加
え
る
も
の
で
す
。
３
議
案

と
も
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

補
正
予
算

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般

会
計
で
子
育
て
応
援
特
別
手
当

事
業
な
ど
２
億
６
９
９
万
２
０

０
０
円
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

老
人
保
健
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
の
３
議
案
は
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
決
算

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
４
議
案
は
、

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
14
議
案
は
、
全
員
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、a

良
枝
氏
（
渋
川
）
、

須
田
と
み
子
氏
（
赤
城
町
）
、

井
上
晃
氏
（
伊
香
保
町
）
、

池
田
達
氏
（
赤
城
町
）
を
推
薦

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、

茂
木
弘
伸
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

茂木　弘伸
議 員

あじさい公園

新
議
員
の
紹
介 

新
議
員
の
紹
介 

議長あいさつ
世界同時不況の現実や歴史的な政権交代など、社会情

勢が刻々と変化し大きな変革の時代を迎えております。

合併後４年目の本市においても、依然として財源状況

が厳しさを増すなか、少子高齢化対策、地域医療・福祉

及び資源循環型社会の構築など、極めて重要な諸課題が

山積しております。

渋川市議会といたしまして

も、将来を見据えた真剣な議論

を深めていく必要があり、市民

皆様のご意見を伺いながら、よ

り豊かなまちづくりへの推進役

として、さらなる努力をしてま

いる所存であります。

今後とも皆様のご支援ご協力

を賜りますようお願い申し上げ

ます。
新井　晟久
議 長

本会議のあらまし本会議のあらまし


